
 

 

 

平成 28 年 3 月 23 日 
消 防 庁 

 

「医療機関、研究機関その他の放射性同位元素等取扱施設等に 
おける消防活動上の留意事項に関する検討会報告書」の公表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報告書の概要】(別添参照) 

⑴ 国内における放射性同位元素等取扱施設の現況 

放射線障害防止法により規制されている放射性同位元素等取扱施設は、平成 25

年度末に全国で 7,751所在しており、国内の放射性同位元素等取扱施設の利用形

態や取扱う放射性同位元素等について整理 

 

⑵ 放射性同位元素や放射線発生装置等の種類に応じた消防活動上の留意事項 

   ① 放射性同位元素等を入れる容器の構造を踏まえた留意事項 

   ② 物理的・化学的性質を踏まえた留意事項 

   ③ 装備機器・発生装置の留意事項 

 

 

 

※ 報告書全文は、消防庁ホームページ（http://www.fdma.go.jp）に掲載します。 

 

 

 

 

 

 

消防庁では、医療機関、研究機関その他の放射性同位元素等取扱施設等において、

消防機関が適切な消防活動を行うための留意事項等について、「医療機関、研究機関

その他の放射性同位元素等取扱施設等における消防活動上の留意事項に関する検討

会」を開催し、調査・検討を行ってきました。 

この度、検討の結果を報告書として取りまとめましたので、公表いたします。 

本報告書は、消防機関が放射性同位元素等取扱施設等における火災等の発生時に、

放射性同位元素等の特徴に応じた必要な防護措置を講じるなど、適切な消防活動を 

行うための資料として活用されるものです。 

＜問い合わせ先＞ 
消防庁特殊災害室 担当：新澤、齋藤、梅村 
TEL 03-5253-7528 / FAX 03-5253-7538 

http://www.fdma.go.jp/neuter/about/shingi_kento/h27/housyasei/index.html
http://www.fdma.go.jp/neuter/about/shingi_kento/h27/housyasei/03/shiryo-6.pdf


  医療、研究、産業などに幅広く用いられている放射性同位元素等(以下「RI」という｡)の取扱 
 施設等において、火災等の発生時に適切な消防活動を行うための留意事項を、RIの種類等に応じ 
 て整理した。 

医療機関、研究機関その他の放射性同位元素等取扱施設等に 

おける消防活動上の留意事項に関する検討会報告書（概要） 

概  要 

 RIを入れる容器の構造を踏まえた留意事項 
 1.非密封RI 
  ガラス等の容器に入れられており、非密封容器の量や破損状況等を踏まえ消防活動方針を 
  決定する必要があること 
 2.密封RI 
  金属等の容器に密封されており、 JIS規格による耐熱性能が要求されているが、火災・爆発 

  等は考慮されていないため、容器の破損状況等も踏まえながら、事故の進展に応じた活動 
  方針を決定する必要があること 

主な内容 

 物理的・化学的性質を踏まえた留意事項 
 放射線や放射性物質に対する防護措置に加え、RIの物理的・化学的性質に応じ、消防活動を
行う必要があること 

<水溶性> 
消火残水等による
汚染拡大防止に留
意 等 

<可燃性> 
火気及び早期の
延焼拡大防止等
に留意 等 

<水反応性> 
原則注水は避け
ることに留意等 

<熱分解性> 
毒性ガス等が発生する
ため火気・早期の延焼
拡大防止等に留意 等 

<人体影響> 
防護装備の選定、要
救助者・負傷者の容
体変化に留意 等 

 装備機器・発生装置の留意事項 
 機器等の特性に応じた消防活動を行う必要があること 

<装備機器※1> 
作動状況、線源容器の遮へい状況等を関係者から情
報収集するとともに、装備しているRIや機器の構
造・照射窓の位置等に留意 等 

（※1 非破壊検査装置、厚さ計等） 

<発生装置※2> 
作動状況等を関係者から情報収集し、作動中の場
合は関係者に作動停止の指示するとともに、放射
線(電子線・陽子線・重粒子線)の放出に留意 等 

（※2 医療用サイクロトロン等） 

留意事項をまとめた 
個表をRIごとに作成 

RIの性質・ 
特性に応じた 
消防活動の実施 

別 添 

【非密封RIの例】 

【密封RIの例】 
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